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　ヨーロッパで開発されたステンレス鋼はどのようにして日本に持ち
込まれたのでしょうか？
　それには河合鋼鐵（株）と言う会社が大きく関わっています。社名
は聞いたことがないと言われる方でも『東郷ハガネ』はご存じの方も
多いことでしょう。江戸時代から続く鉄と鋼の販売会社、井坂屋が将
来の鋼（はがね）の需要が高まること、ヨーロッパの製鉄が日本より
大きく進んでいたことに注目し、輸入を始めたのです。明治１０年
（1876）洋鋼を東京で販売。当時国産の和鉄・和鋼と区分するため、
輸入品はこう呼ばれていました。
　何度も社名変更を繰り返していますが、河合鋼鐵（株）という名称
で１１１年史を、昭和５８年８月に発行しています。
　板状の鋼や角材を輸入したことによりノコギリや大工道具の産地に大きな変革をもたらしました。
従来は鋼の塊（玉鋼）を使って大きな前挽鋸（まえびきのこ＝おが）を作っていた土佐の産地では
一つを作るのに一週間近くかって作っていた物が、約六分の一の時間、一日で出来るようになりま
した。最初に洋鋼を使った鍛冶屋はその素材のことを隠していましたが、業界内であまりにも手早
く製品が完成することを知られ、洋鋼のことが伝搬してしまいました。
ちなみに『鉄のふしぎ博物館』に展示している前挽鋸（おが）は
洋鋼を使って、三重県で明治時代に作られたものです。
（寄贈　岡崎　清　様　京都市在住）
この河合鋼鉄は新しい手法や試みを多く行って時代を引っ張って
ゆきました。それらの一部を書きとどめます。
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西暦 和暦 社　　名 事項

1871 明治3～4 井阪屋 創業

1906 明治39 河合洋鋼店 改称

1910 明治43 河合鋼商店 改称

1938 昭和13 (株) 河合佐兵衛商店 改称

1967 昭和42 河合鋼鐵(株) 改称

1989 平成元 (株)カワイスチール 改称

1995 平成7 (株) 住商ハガネ  住友商事と共同 設立

2001 平成13 (株) カワイスチールホールディング 改称

河合鋼鐵（株）略歴

鋼（はがね＝steel）刃金とも書いた：東郷ハガネではカタカナ表記で統一した。
鉄を主成分とし、ふつう2.0 ％ 以下の炭素と、その他の元素を含む材料です。
炭素だけを含む炭素鋼とその他の元素を含む合金鋼とがあります。

鎖づくりに興味のある方は
ぜひごらんください。

『鎖ができるまで』の鑑賞方法。

サイエンスチャンネルに接続

http://sc-smn.jst.go.jp/

番組表で左の検索枠に入力

『鎖ができるまで』

検索ボタンをクリック
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